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図１ 水素タンクの急速破壊判定 図２ 疲労亀裂進展試験片の亀裂進展解析 
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水素は金属を脆くする性質「水素脆化

（ぜいか）」があるため、水素タンクに使

用される材料が高価なものに制限される上

に年 1回の高額な法定検査が必要です。 

今後、水素利用を拡大するため、安価な

材料の使用や点検間隔の延長など規制緩和

が進む見込みですが、安全の裏付けとなる

点検技術の開発が急務となっています。 

 

 
水素タンクでは、外から見えない内面の

小さな傷（亀裂）が、少しずつ成長し、や

がて破壊する「疲労破壊」が起こります。

第 1報にて、カメラを用いた画像処理によ

り、外表面の変形から、内面の亀裂を検知

する技術開発を行いました。本年度は、検

知された亀裂がどの程度危険かを評価する

ため、亀裂の進行を正確に評価できる「破

壊力学」を用いたコンピュータシミュレー

ション（CAE）技術の開発を行いました。 

 

 

水素漏洩など重大事故につながる急速破

壊判定及び亀裂進展解析を行い、理論式や

疲労亀裂試験結果との比較から有効性・妥

当性を確認しました。タンク点検への応用

には、横軸をサイクル数（充填回数）のグ

ラフの利用が有効と考えます。 

今後はタンクを用いた実験を行い、CAE

計算の予測精度の検証を行う計画です。 

解決すべき課題 

研究内容 

結果・まとめ 

詳細な試験研究報告書はこちら！ 

・「高圧水素タンクの充填時検査技術の開発（第２報）」 
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